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第１章     スマホ・ケータイの所有・利用状況

第２章     スマホ・ケータイコミュニケーション

● スマートフォン所有率は59.8%，中高年層にも普及が拡大。

● MVNOサービスの利用率は7.7%。

● Appleがメーカーシェアトップ。LTE，Wi-Fi利用が拡大傾向。

● 端末所有はケータイが４年半，スマートフォンは１年半。
     端末価格・通信料金重視で買い替え。

● 月額利用料金総額は約5,140円，通話料金は約1,740円，
      パケット料金は約2,740円，コンテンツ課金は約230円。

● 利用率は通話，メールが高く，
   利用時間・頻度はソーシャルメディアが多い。

● 家族・親戚では通話のほうが多く，友人・恋人では
     文字メッセージのほうが多い傾向。

● 動画共有サイト，知識共有サイトでは閲覧のみの
     利用率が高い。

● 家族や友人・知人と同じ携事業者利用傾向が顕著。
     またMVNOサービスも配偶者・子どもと同じ事業者を
     利用する傾向が高い。

● スマホ・ケータイを「常に持って外出」する割合は
     平日・休日ともに９割強。

● 無線LAN（Wi-Fi）は，宿泊施設，職場・学校での利用が
      高いがコンビニ，飲食店などでの利用率は低い。

● ミニブログは世間の話題把握，SNSは知人の状況把握
     に利用。

● Twitterのフォロワーは，直接面識のある友人の割合が
     低い。

● LINEはスマホ・ケータイ，Facebookはパソコン，
     Twitterはスマホ・ケータイとパソコン双方からアクセス。

第３章     コンテンツとメディア

● コンテンツ・アプリケーション，ネットショッピングとも
     に，スマホ・ケータイよりパソコンでの利用率が高い。

● スマホ・ケータイによるネットショッピングや
     オークションの利用率は年々増加する傾向。

● ストレージサービスは自端末のバックアップなど，
     個人用途での利用率が高い。

● YouTubeの認知度・利用度は他動画サービスを圧倒。

● 端末別の動画利用率，１日当たりの平均視聴時間とも
     にテレビ番組の視聴がトップ。

● ワンセグ・フルセグはスマホ・ケータイによる利用が，
     ラジオはパソコンによる利用が多い。

● 音声入力サービスを知っている人は47.5%，月１回以上
     利用している人は14.6%。

● 認知度・利用度ともに音声通話定額プラン，
     スマホ・ケータイとインターネット回線のセット割が高い。
     MVNO関連サービスの認知度・利用度は未だ低い。

● フィルタリングサービスの利用率は12.0%，男性は
     女性よりも利用率が高い。

● 子育て世代における家族でのフィルタリングサービス
     利用率は18.6%，2014年をピークに利用率は減少傾向。

● 東日本震災後から５年を経過し，非常時の連絡手段
     への備えが低下傾向に。家族と事前に決めている連絡
     手段は災害
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第５章     シニアの生活実態とICT利用

● ICT端末のいずれかを所有しているシニアは90.1％。

● スマホを所有しているシニアは29.3％。60代前半での
    所有は半数を超える。

● 「 ケータイとパソコン」もしくは「ケータイのみ」を所有
    しているが約６割。

● 連絡手段の主流は，60代がスマホ・ケータイ，70代が
     固定電話。

● ICT端末を利用することで，人の交流が密になると
     答えた人は４割を超え，とりわけスマホを利用している
     シニアはさらに高い。

● メールや情報検索を利用しているシニアは半数を
     超える。

● スマホ・ケータイを所有しながら，ICTサービスを利用
     していない（音声通話中心）は18.0％。

● 現状利用者数が少数の「健康アドバイス」「安否確認」
     「ホームサービス」，使ってみたいはいずれも４割を超える。

● 仕事の雇用形態によって，ICTサービスに差が生じる。
     社員はパソコン，スマホの利用率が高い。

● インドア派の趣味を持っている人は，パソコンの利用率
     が高い。

● 地域活動・カルチャースクール・人との交流に積極的な
     人は，ICT端末の利用が高い。

● 買い物で通信販売を利用している人は，パソコンの
     利用率が高い。

第６章     ケータイをめぐる法制度概説

● 携帯電話事業者には，競争促進や利用者保護目的の規制
     が課されている。

● 最近では，消費者から携帯電話サービスがわかりにくい
     等の意見があり，初期契約解除ルール制度の導入など，
     電気通信事業法の改正が行われた。

● スマートフォンの利用拡大で，情報の発信・閲覧が
     容易となる一方で，違法情報や有害情報の流通が問題
     となっている。

● 最近では，従来の法律では対処できない，児童ポルノ，
     フィッシング詐欺等のサイバー犯罪への対策が可能
     となる立法も行われた。

● 携帯電話事業者をはじめとする事業者は，さまざまな
     個人情報を取り扱っており，どのように保護と利活用の
     バランスを図るかは重要な課題となっている。それとと
     もに，通信事業者として通信の秘密も取り扱っており，
     さらなる慎重さも求められている。

第４章     子どものスマホ・ケータイ利用

● スマホ・ケータイを利用している子どもの15.4%は
     「８歳以下」から使い始めており，その割合は５年前と
     比べると倍増している。

● 利用者の６割はスマートフォンを利用。スマホ利用率
    は年齢とともに上昇し，「13歳」で過半数を超える。

● 子どもの約４人に１人は，家庭でタブレット端末を
     利用。経年でもタブレット端末の利用率は増加傾向
    にある。

● 子どものスマホ・ケータイ利用は「電話」「メール」から
     「インターネット」へと変化。インターネット利用者の
     ほぼ４割が「１日１時間以上」利用している。

● 約６割がSNSを利用，LINEが圧倒的な人気を博す。

● インターネット接続手段としてスマホ・ケータイが急伸，
     自宅のパソコンに肉薄する勢い。

● 家庭内ルールを決めている家庭は67.5%。

● ルールの内容は「料金」から「利用時間」や「利用場所」
     といった使い方へと変容。

● スマートフォンやケータイを子どもに使わせていない
     保護者は，使わせている保護者よりも不安感が強く，
     特に「料金」に関する懸念の差違が目立つ。

● 子どものプライバシーに対する懸念は年々上昇。一方，
     SNSで自分のプロフィールを誰でも見られる状態に
     している子どもは減少。
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資料１-１ 　最もよく利用するスマホ・ケータイ（１台）の種類（SA）

◆全体
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2010年（n=2,482）2010年（n=2,482）

2011年（n=2,441）2011年（n=2,441）

2012年（n=2,457）2012年（n=2,457）

2013年（n=2,709）2013年（n=2,709）

2014年（n=2,726）2014年（n=2,726）

2015年（n=2,357）2015年（n=2,357）

2016年（n=2,513）2016年（n=2,513）

ケータイケータイ AndroidAndroid iPhoneiPhone シニアシニア その他その他

注１：スマホ・ケータイ所有者が回答。
注２：「ケータイ」はシニア向け，子ども向けを除く。
注３：「子ども向け携帯電話（キッズケータイ等）」は「その他」に含める。
注４：「わからない」を除く。
出所：2010年-2016年一般向けモバイル動向調査

◆機種別
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2010年（n=2,482）2010年（n=2,482）

2011年（n=2,441）2011年（n=2,441）

2012年（n=2,457）2012年（n=2,457）

2013年（n=2,709）2013年（n=2,709）

2014年（n=2,725）2014年（n=2,725）

2015年（n=2,357）2015年（n=2,357）

2016年（n=2,513）2016年（n=2,513）

ケータイケータイ スマートフォンスマートフォン その他その他

注１：スマホ・ケータイ所有者が回答。
注２：「スマートフォン」は回線契約ありのタブレットを含む。
注３：「子ども向け携帯電話（キッズケータイ等）」は「その他」に含める。
注４：「わからない」を除く。
出所：2010-2016年一般向けモバイル動向調査

第１章 スマホ・ケータイの所有・利用状況 
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資料１-３ 　２台目まで含めたスマートフォン所有率（SA，性・年代別）

◆スマートフォン所有率/全体

4.4 
21.1 22.9 

36.8 
46.7 51.1 59.8 

0%
20%
40%
60%
80%

2010年
（n=2,482）

2011年
（n=2,174）

2012年
（n=2,481）

2013年
（n=2,730）

2014年
（n=2,743）

2015年
（n=2,420）

2016年
（n=2,541）

注：スマホ・ケータイ所有者が回答。
出所：2010年-2016年一般向けモバイル動向調査

◆スマートフォン所有率/性年代別

62.9

85.5

66.3

0%0%20%20%40%40%60%60%80%80%100%100%
男性男性

77.7

0%0% 20%20% 40%40% 60%60% 80%80% 100%100%
女性女性

（n=1,255）
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（n=90）
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全体

15 ～ 19歳

20 ～ 24歳

25 ～ 29歳

30 ～ 34歳

35 ～ 39歳

40 ～ 44歳

45 ～ 49歳

50 ～ 54歳

55 ～ 59歳

60 ～ 64歳

65 ～ 69歳

70歳以上

（n=1,286）

（n=74）

（n=83）

（n=94）

（n=101）

（n=127）

（n=107）

（n=102）

（n=87）

（n=99）
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（n=85）

（n=218）32.5

28.6

50.0

68.9

55.6

68.4

76.2

74.1

75.8

90.5

23.9

29.4

36.7

51.5

64.4

55.9

69.2

70.9

73.3

89.2

86.5

56.8

注：スマホ・ケータイ所有者が回答。
出所：2016年一般向けモバイル動向調査
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資料１-５ 　２台目まで含めたMVNOサービス利用率（SA，性・年代別）
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MVNOサービス利用率7.7%（１台目5.5%２台目17.8%）MVNOサービス利用率7.7%（１台目5.5%２台目17.8%）
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（n=114）
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（n=101）
（n=17）
（n=90）
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（n=127）
（n=7）
（n=107）
（n=10）
（n=102）
（n=11）
（n=87）
（n=15）
（n=99）
（n=9）
（n=109）
（n=6）
（n=85）
（n=8）
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（n=15）

45 ～ 49歳

50 ～ 54歳

55 ～ 59歳

全体

15 ～ 19歳

20 ～ 24歳

25 ～ 29歳

30 ～ 34歳

60 ～ 64歳

65 ～ 69歳

70歳以上

35 ～ 39歳

40 ～ 44歳

１台目１台目 ２台目２台目

0.00.0

男性男性 女性女性

12.5

33.3

13.3

10.7

11.5

15.0

注：スマホ・ケータイ所有者が回答。
出所：2016年一般向けモバイル動向調査
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資料１-17 　最もよく利用するスマホ・ケータイの月額利用料金の総額（SA）

◆比率
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7,000円～8,999円 9,000円～11,999円 12,000円以上

◆平均額

5,842

5,461

5,637

5,8565,765

5,000円

5,250円

5,500円

5,750円

6,000円

2010年
(n=1,191)

2011年
(n=996)

2012年
(n=961)

2013年
(n=1,006)

2014年
(n=766)

2015年
(n=632）

2016年
(n=506)

5,520

5,137

注１：スマホ・ケータイ所有者が回答（利用料金明細書を見て記入）。「わからない」とした
回答者を除く。

注２：平均値は，「12,000円以上」を15,000円。他は中間値で加重平均したもの。
出所：2010年-2016年一般向けモバイル動向調査
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資料１-25 　外出先での無線LAN（Wi-Fi）利用場所（SA）

42.4

25.0

24.8

21.2

20.1

10.7

10.3

10.0

10.3

6.3

11.3

47.0

50.0

64.7

65.2

69.3

66.4

71.3

66.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊施設
(n=543)

職場・学校
(n=918)

カフェ
(n=736)

駅構内
(n=874)

ファーストフード
(n=750)

公共施設
(n=581)

デパート・
ショッピングセンタ

(n=934)
コンビニ
(n=1,084)

列車内
(n=837)

飲食店
(n=822)

利用した
利用したかったが使えなかった
その場所に行ったが利用しなかった

(n=1,462)

36.7
13.3

9.5

13.4

18.4

17.9

17.2
15.9

15.7

73.0

75.8

注１：スマートフォンユーザのみ。
注２：その場所に行っていないを除く。
出所：2016年一般向けモバイル動向調査

ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
の
所
有
・
利
用
状
況

第
１
章
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資料２-５ 　大事な連絡/日常会話に最も多く使用する手段（SA，相手別） （%）

n

家
の
電
話

ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
，
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
，

Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
な
ど
で
の
通
話

パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル

ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
メ
ー
ル

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
以
外
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

手
紙

直
接
会
っ
て
伝
え
る

大
事
な
連
絡

同居の家族 2,013 20.5 16.9 1.5 9.8 6.6 0.4 0.0 44.1
別居の家族・親族 1,965 34.3 24.9 4.3 15.6 7.7 0.7 0.5 11.9
友人 2,114 17.2 21.0 8.1 23.6 17.0 2.0 0.7 10.5
恋人 481 13.7 20.8 5.8 15.8 21.6 2.1 0.8 19.3
仕事関係 1,342 21.8 21.4 14.5 12.9 6.2 1.4 0.4 21.3

日
常
会
話

同居の家族 1,961 12.8 12.2 1.5 13.9 10.6 1.3 0.1 47.6
別居の家族・親族 1,916 26.3 21.7 4.3 22.4 11.7 1.1 0.9 11.6
友人 2,082 13.1 18.4 6.9 25.7 21.5 2.8 0.7 10.9
恋人 491 10.4 16.7 6.5 17.5 28.9 3.7 0.6 15.7
仕事関係 1,238 15.9 18.0 12.7 17.1 9.5 1.8 0.5 24.6

注：スマホ・ケータイ利用者のうち各対象者がいる人が回答。
出所：2016年一般向けモバイル動向調査

第
２
章

第２章 スマホ・ケータイコミュニケーション 
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資料２-14 　３大ソーシャルメディアの利用頻度（SA）

66.6

60.1

47.9

42.1

65.5

59.7

52.4

15.2

15.7

14.5

19.4

17.6

16.6

16.1

13.9

14.0

4.8

4.2

7.0

8.0

8.8

4.8

4.0

5.4

4.5

2.9

4.5
13.5

10.1

10.9

13.6

8.0

9.0

7.7

10.2

16.3

21.6

14.5

19.1

74.9

68.9

5.3
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2014年(n=618)

2015年(n=752)

2016年(n=909)

2014年(n=572)

2015年(n=624)

2016年(n=741)

2014年(n=522)

2015年(n=553)

2016年(n=721)

LINE

Facebook

Twitter

４日～５日に１回毎日

ほぼ１週間に１回

２日～３日に１回

１週間に１回未満

注：スマホ・ケータイ利用者のうち，各ソーシャルメディアを利用する人が回答。2014年に
は「１週間に１回未満」の選択肢は設定されていない。
出所：2014年-2016年一般向けモバイル動向調査

第
２
章
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資料３-１ 　端末別利用コンテンツ・アプリケーション（MA）

88.4
（n=2,541）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ニュース・天気

音楽・動画
エンターテインメント

生活情報

地図・位置情報
活用アプリ

写真閲覧・編集

ゲーム

スケジュール・
手帳・メモ

ソーシャルメディアでの
メッセージ

ストレージサービス

電子書籍（マンガを含む）

ソーシャルメディアでの
音声通話

いずれも利用していない

パソコンで月1回以上利用
スマホ・ケータイ（タブレット含む）で月1回以上利用
スマホ・ケータイ（タブレット含む）で有料で利用

【利用率】
　パソコンで月1回以上利用    ：76.9%
　スマホ・ケータイ（タブレット含む）で月1回以上利用 ：61.5%
　スマホ・ケータイ（タブレット含む）で有料利用 ：11.6%

55.9

53.2

48.6

44.7

30.9

25.9

18.5

16.6

16.4

13.3

8.0

4.5

23.1

39.0

29.2

28.1

35.6

24.8

17.1

20.9

32.2

25.2

10.0

10.4

14.8

38.5

2.4

3.9

1.5

1.7

1.2

1.3

2.4

1.5

1.3

1.3

4.1

1.1

辞書

注１：スマホ・ケータイ利用者が回答。
注２：利用率…100.0%－いずれも利用していない率。
出所：2016年一般向けモバイル動向調査

第３章 コンテンツとメディア 
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資料３-４ 　ネットショッピングで直近に購入したもの（MA）
（%）

2014年 2015年 2016年
ス
マ
ホ
・

ケ
ー
タ
イ

パ
ソ
コ
ン

ス
マ
ホ
・

ケ
ー
タ
イ

パ
ソ
コ
ン

ス
マ
ホ
・

ケ
ー
タ
イ

パ
ソ
コ
ン

n 551 1,645 529 1,450 664 1,709
洋服類 22.1 21.7 24.2 20.5 19.4 19.5
かばん・小物類，くつ類，アクセサリー・
宝石・時計 15.8 14.0 15.7 16.5 13.1 16.1

健康食品，一般食品 13.2 26.7 14.9 23.8 16.3 26.3
化粧品 12.5 14.7 11.0 15.9 12.3 16.1
CD・DVD 15.2 15.3 13.6 17.0 15.1 16.9
音楽・映像・デザイン画像のネット配信 6.2 4.6 5.9 5.4 6.3 6.8
ゲームソフト・玩具 7.3 9.2 10.0 8.6 8.0 8.7
ゲーム内アイテム・アバター・スタンプ
など 5.4 1.8 5.9 2.2 4.5 1.8

書籍（電子書籍を除く） 11.4 19.8 13.0 19.9 11.7 19.8
電子書籍 4.9 3.3 5.9 5.0 9.5 5.6
チケット，商品券，プリペイドカード，
切符・レンタカーや宿泊の予約など 10.2 11.8 10.4 12.4 11.0 15.6

保険商品 － － 2.3 3.9 2.3 5.2
家電，自動車関連商品 6.0 13.7 7.4 15.7 7.7 14.9
パソコン，携帯電話関連用品 7.6 15.3 9.1 15.3 9.5 17.4
その他 3.1 6.1 1.9 5.4 2.0 3.1
直近１週間では購入していない 40.7 31.7 41.8 33.4 41.0 35.8

注：スマホ・ケータイ利用者が回答。
出所：2014年-2016年一般向けモバイル動向調査

コ
ン
テ
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と
メ
デ
ィ
ア

第
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章

16



コ
ン
テ
ン
ツ
と
メ
デ
ィ
ア

第
３
章

資料３-５ 　直近のネットショッピングの購入総額（SA）

14.8

8.6

11.3

5.9

39.2

37.8

18.8

20.2

10.8

21.8

3.0

2.5

2.2

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スマホ・ケータイ
（タブレットを含む）（n=372）

パソコン（n=1,048）

500円未満 500円～999円 1,000円～4,999円
5,000円～9,999円 10,000円～49,999円 50,000円～99,999円
100,000円以上

注：スマホ・ケータイ利用者のうち，過去１週間の間にスマホ・ケータイやパソコンでネッ
トショッピングをした人が回答。

出所：2016年一般向けモバイル動向調査

資料３-６ 　ストレージサービス別利用率（MA）

36.4

29.7

13.0

5.8

2.0

2.0

0% 10% 20% 30% 40%
iCloud

Dropbox

Googleドライブ

OneDrive

Yahoo!ボックス

Evernote

宅ふぁいる便

Flickr

その他

　ストレージサービス利用者 23.1%

（n＝693）

28.6

28.1

18.6

注：全回答者のうち，ストレージサービス利用者が回答。
出所：2016年一般向けモバイル動向調査
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資料３-８ 　動画サービスの認知率・利用率（MA）
（%）

知っている 月1回以上利用

過去利用し
ていたが現
在は利用し
ていない

加入してい
るが解約す
るつもり

今後利用し
てみたい
（継続利用
したい）

n 3,000 2,541 2,541 2,541 2,541
YouTube 88.0 61.3 3.0 0.5 27.2 
ニコニコ動画 73.0 18.5 10.5 0.3 11.3 
Netflix 14.5 0.9 0.7 0.2 2.6 
Hulu 42.4 1.6 3.6 0.3 3.2 
NOTTV 29.5 0.4 1.5 0.1 1.3 
docomo dTV 29.0 1.4 2.2 0.2 1.7 
docomo dアニメストア 18.7 0.6 1.1 0.2 1.1 
auビデオパス 17.8 0.4 0.8 0.1 1.0 
ソフトバンクUULA 9.7 0.3 0.7 0.1 1.0 
TSUTAYA TV 24.3 0.4 0.7 0.2 1.1 
Google Play ムービー＆ TV 13.0 0.5 0.4 0.1 1.2 
GYAO! 39.5 7.5 5.0 0.3 4.4 
Amazonプライム・ビデオ，
インスタント・ビデオ 21.3 2.5 0.6 0.2 3.5 

楽天SHOWTIME 15.4 0.8 1.6 0.2 1.2 
テレビ局のオンデマンドサー
ビス（NHK，民放各局） 28.3 2.7 1.9 0.3 3.9 

Ustream 19.1 1.5 2.7 0.1 2.0 
その他 0.3 0.2 0.0 0.1 0.1 
該当するものはない 11.1 35.5 76.0 97.3 66.6 

注１：「知っている」…全員が回答。
注２：「月１回以上利用している」「過去利用していたが現在は利用していない」「加入してい

るが解約するつもり」「今後利用してみたい（継続利用したい）」…スマホ・ケータイ
利用者が回答。

注３：動画サービス（縦軸）ごとに値の上位３つを着色している。
出所：2016年一般向けモバイル動向調査
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資料３-17 　災害時の連絡手段として家族間で決めていること（MA）

49.0

46.7

19.8

2.7

67.0

46.0

40.6

27.8

22.2

0.7

0% 20% 40% 60% 80%

スマホ・ケータイの通話

スマホ・ケータイのメール

災害用伝言ダイヤル

待ち合わせ場所で落ち合うこと

自宅または会社の電話での通話

スマホ・ケータイの災害用伝言板

その他

2012年(n=257) 2016年(n=446)

災害時に家族と連絡を取る方法を決めている
2012年：10.4%
2016年：17.6%

（選択肢なし）

55.3

52.9

54.7

注：スマホ・ケータイ利用者が回答。
出所：2012年，2016年一般向けモバイル動向調査
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資料４-１ 　子どものスマホ・ケータイ利用率（SA，全体/年齢別）

57.3

21.6

30.3

31.1

47.8

43.5

47.8

44.4

79.6

91.5

92.4

95.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,001)

8歳(n=88)

9歳(n=89)

10歳(n=90)

11歳(n=90)

12歳(n=92)

13歳(n=90)

14歳(n=90)

15歳(n=93)

16歳(n=94)

17歳(n=92)

18歳(n=93)

出所：子どものケータイ利用に関する調査2015

第４章 子どものスマホ・ケータイ利用 
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資料４-３ 　スマホ・ケータイ利用のきっかけ（MA）

進学または進級したから 46.1%
緊急時や外出中に連絡を取る必要があったから 43.4%
普段の生活で子どもが父母または保護者と連絡を取る必要があったから 41.5%
子どもの友だちが持ち始めたから 16.2%
子どもの勉強や仕事に必要になったから 4.3%
その他 3.2%

（n=557）

注：スマホ・ケータイを利用する子どもの保護者が回答。
出所：子どものケータイ利用に関する調査2015

資料４-４ 　スマホ・ケータイ利用者の使い始めた年齢（SA，経年別/平均年齢）

7.2

11.8

11.8

16.6

15.4

16.9

23.6

22.8

20.5

21.8

41.7

35.2

34.0

33.6

30.7

29.7

31.4

29.3

32.2

33.4
0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2009年
(n=527)

2011年
(n=523)

2012年
(n=567)

2014年
(n=584)

2015年
(n=574)

8歳以下 9～11歳 12～14歳 15歳以上 無回答

12.8歳

12.3歳

12.3歳

12.1歳

12.2歳

平均
年齢

注：スマホ・ケータイ利用者が回答。
出所：子どものケータイ利用に関する調査2015

子どものケータイ利用に関する調査2014
子どものケータイ利用に関する調査2012
子どものケータイ利用に関する調査2011
子どものケータイ利用に関する調査2009
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資料４-５ 　所有しているモバイル端末の種別（SA，全体/年齢別）

20.6

73.7

81.5

64.3

53.5

45.0

25.6

10.0

5.4

12.0

5.3

3.7

10.7

23.3

10.0

11.6

17.5

8.1

8.1

14.1

14.6

67.4

21.1

14.8

25.0

23.3

45.0

62.8

72.5

86.5

89.5

84.7

84.3

2.3

1.2

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(n=574)

8歳
(n=19)

9歳
(n=27)

10歳
(n=28)

11歳
(n=43)

12歳
(n=40)

13歳
(n=43)

14歳
(n=40)

15歳
(n=74)

16歳
(n=86)

17歳
(n=85)

18歳
(n=89)

ベーシックフォン ケータイ スマートフォン

注１：スマホ・ケータイ利用者が回答。
注２：ベーシックフォンとは「電話とメールだけができる」ケータイと定義している。
出所：子どものケータイ利用に関する調査2015
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資料４-15 　１日当たりのインターネット利用時間（SA，経年別）

15.1

14.7

12.7

6.8

6.1

31.4

38.2

20.3

15.5

12.1

22.1

24.3

24.1

18.0

20.2

14.0

13.5

18.2

26.4

22.2

14.0

6.2

12.4

18.6

23.0

12.4

3.5

3.1

14.6

16.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2009年
(n=344)

2011年
(n=259)

2012年
(n=291)

2014年
(n=322)

2015年
(n=396)

5分未満 5～15分未満 15～30分未満
30分～1時間未満 1～2時間未満 2時間以上

注：スマホ・ケータイ利用者が回答。
出所：子どものケータイ利用に関する調査2015

子どものケータイ利用に関する調査2014
子どものケータイ利用に関する調査2012
子どものケータイ利用に関する調査2011
子どものケータイ利用に関する調査2009
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資料４-21 　家庭内ルールの内容（MA，経年別）

70.8

62.4

28.1

21.1

4.5

1.4

62.7

64.0

22.5

24.6

1.1

63.3

30.7

24.7

2.9

38.8

41.2

45.5

26.1

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

料金（利用の上限）

スマホ・ケータイの
どの機能を子どもが
使うか

どこで子どもがスマ
ホ・ケータイを利用
するか（利用場所）

いつ，どのくらいの
時間，子どもがスマ
ホ・ケータイを利用
するか（利用時間）

子どもがスマホ・
ケータイを使って
誰と連絡をとるか

その他

無回答

2009年(n=356) 2011年(n=378) 2012年(n=417) 2015年(n=376)

37.8
53.7

34.4
34.5

16.6

注１：子どものスマホ・ケータイ利用にあたりルールを決めている保護者が回答。
注２：2014年は未調査。
出所：子どものケータイ利用に関する調査2015

子どものケータイ利用に関する調査2012
子どものケータイ利用に関する調査2011
子どものケータイ利用に関する調査2009
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資料５-６ 　60代 連絡を取る手段（３つまで）
（%）

ｎ 直接
会話

電話
（固定）

電話（スマ
ホ・ケータイ）

メール SNS その他 連絡を
しない

近隣の人々 283 83.4 49.8 21.9 8.8 1.8 1.8 2.8
職場の仲間 193 37.8 20.2 61.1 37.3 4.7 1.0 2.1
友人 267 36.0 39.7 68.9 46.1 5.6 0.7 1.5
同居の家族・親戚 276 65.6 29.7 68.1 37.0 4.7 1.1 0.4
別居の家族・親戚 274 24.8 49.6 70.8 43.8 6.2 2.2 1.1

出所：シニアの生活実態調査

資料５-７ 　70代 連絡を取る手段（３つまで）
（%）

ｎ 直接
会話

電話
（固定）

電話（スマ
ホ・ケータイ）

メール SNS その他 連絡を
しない

近隣の人々 235 83.4 53.6 16.6 6.8 0.0 0.4 2.1
職場の仲間 121 28.9 31.4 26.4 11.6 0.0 0.8 4.1
友人 211 38.4 58.8 51.7 28.4 2.4 0.5 3.3
同居の家族・親戚 228 68.4 44.3 46.1 18.9 0.9 0.9 0.0
別居の家族・親戚 229 24.9 70.7 55.0 27.5 2.2 0.9 0.9

出所：シニアの生活実態調査
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資料５-12 　ICTサービスの利用・意向（SA）

47.0

17.5

57.0

50.0

11.1

18.3

35.5

46.6

30.0

74.3

51.7

32.3

0.4

0.7

2.4

4.4

10.4

11.9

20.7

23.2

37.1

48.1

55.9

66.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

家電のスイッチや
鍵の開け閉め等を

確認できるサービス

経験や能力，条件に
見合った仕事を紹介
してくれるサービス

警備員がかけつけ，
安否を確認できる

サービス

健康に関連した
アドバイスを

受けるサービス

株や信託などの投資
ができるサービス

ＳＮＳの更新や発信

動画や音楽などを
視聴できるサービス

写真やビデオレター
を簡単に送ることが

できるサービス

品物を注文し，配達
されるサービス

地震や津波などの
災害情報を知らせて

くれるサービス

情報の検索

電子メールの送受信

現在利用している 現在利用していないが今後利用したい

（％）

(n=456)
(n=155)

(n=456)
(n=201)

(n=456)
(n=237)

(n=456)
(n=287)

(n=456)
(n=350)

(n=455)
(n=361)

(n=453)
(n=399)

(n=454)
(n=407)

(n=458)
(n=438)

(n=455)
(n=444)

(n=455)
(n=452)

(n=457)
(n=455)

注１：ICT端末利用者が対象。
注２：現在利用していないが今後利用したいは，現在利用している人を除いて算出。
出所：シニアの生活実態調査
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資料５-16 　仕事を軸に分けたグループとICT端末の利用

0.0

12.3
15.4

7.7

17.8

7.0

25.7

61.5

68.9
71.1

78.9

68.6

60.5
55.3

20.0

28.9

19.3

8.6

27.9

74.5

36.9

42.2

57.7

29.8

22.9

34.9

70.2

33.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

（％）

有職：
社員

有職：
パート・
アルバイト

有職：
自営業

無職：
社員

無職：
パート・
アルバイト

無職：
自営業

今まで
仕事を
していない

未利用 ケータイ スマホ パソコン

有職：
社員

有職：
パート・ 
アルバイト

有職：
自営業

無職：
社員

無職：
パート・ 
アルバイト

無職：
自営業

今まで
仕事を 
していない

ｎ 47 65 90 142 57 35 43
男：女 87：13 38：62 61：39 65：35  0：100 60：40  5：95
60代：70代 83：17 75：25 58：42 56：44 56： 44  9：91 40：60

出所：シニアの生活実態調査
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資料Ｈ-１ 　「2016年一般向けモバイル動向調査」概要

調査方法 インターネット調査
調査エリア 全国
調査対象者 15歳以上の男女

標本抽出法

NTTコム オンライン・マーケティング・ソリューション株式会社の
調査モニター「NTTコム　リサーチモニター」への登録者を対象に
調査を実施
まず全国を９つのブロックに分け，各ブロックを性年齢
（15歳以上の男女被験者をそれぞれ12の年齢層に区分）によって24の
セグメントに区分し ，合計216セグメントから標本を集めた。
各セグメントから抽出する標本数は，調査実施時点で最新の国勢調査
(平成22年国勢調査)の調査結果に基づいて決定した。

調査時期 2016年１月
有効回答数 3,000
主な調査項目 スマホ・ケータイの全般的な利用実態等

資料Ｈ-８ 　「2015年子どものケータイ利用に関する親子調査」概要

調査方法 インターネット調査
調査エリア 全国
調査対象者 ８～18歳の男女とその親

標本抽出法

全国の８～18歳の子どもの性・年齢別の構成比（総務省人口推計，平
成26年10月１日現在）に基づいて標本を抽出。
NTTコム オンライン・マーケティング・ソリューション株式会社の
調査モニター「NTTコム　リサーチモニター」への登録者のうち対
象年齢の子どもを持つ親とその子どもを対象に調査を実施。

調査時期 2015年９月
有効回答数 1,001
主な調査項目 スマホ・ケータイの全般的な利用実態等

資料Ｈ-14 　「シニアの生活実態調査」概要

調査方法 訪問留置回収法
調査エリア 関東（１都６県）
調査対象者 60歳～79歳

標本抽出法

性別：２区分（男女）　年齢：４区分（60歳～64歳，65歳～69歳，70
歳～74歳，75歳～79歳）　地域ブロック：５区分（茨城県・栃木県・
群馬県，埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県）
都市規模：５区分（23区，大都市，人口20万以上の市，人口10万以上
の市，人口10万未満の市・郡部）

調査時期 2015年10月～11月
有効回答数 530
主な調査項目 シニアの生活実態とICT利用

補　章 本書におけるオリジナル調査概要 
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自動車／携帯電話方式
年号 移動体通信技術

／サービス 情報・通信 海外 文化・メディア 産業・社会
米国 EU アジア

日本
1970
│
1990

■1970年 ／ 大
阪・日本万国博
覧会で，日本電
信電話公社（現
NTT）が携帯電
話を出展。重量
は550g。

■1979年／日本
電信電話公社
が，全国規模の
自動車電話サー
ビスを開始。

■1980年／IEEE
802が活動開始。

■1985年／NTT，
ショルダーホン
を発売。重量３
kg。

■1987年／NTT，
携帯電話サービ
ス開始。端末重
量750g。

■1987年／デジ
タル携帯電話統
一規格，GSM
が採択。

■1970年／日本
電信電話公社，
He－Neレ ー ザ
を使った240M 
bpsのPCM伝
送実験を開始。

■1978年 ／ 東
芝，日本最初の
ワードプロセッ
サ「トスワード
JW－10」発売。
価格は630万円。

■1980年／日本
電信電話公社
（現NTT），
DDX－P開始。

■1984年／日本
最初の商用パソ
コン通信ネット
「JALNET」 試
験運用を開始。

■1988年／NTT，
INSネット64の
サービスを開
始。

■1975年／
Microsoft設立。

■1981年／IBM，
16ビ ッ トCPU
「8088」を使った
パソコン「IBM 
PC」を発売。

■1981年／北欧
４カ国で自動車
電話サービスを
開始。

■1983年／米国
シカゴ地区で，
セル方式の自動
車電話サービス
を開始。

■1990年／
CERN（ ヨ ー
ロッパ合同素粒
子原子核研究機
構 ） でWWW
サーバーシステ
ムを開発。

■1970年／日本
経済新聞社，株
価や財務情報に
関する日本最初
の商用データ
ベース・サービ
スを開始。

■1979年 ／ ソ
ニー，「ウォー
クマン」発売。

■1983年／任天
堂，「ファミリー
コンピュータ」
発売。

■1989年／NTT，
ダ イ ヤ ルQ２
サービス開始。
ネットワークが
一般ビジネスに
なる時代の先駆
け。

■1973年／コン
ビニエンススト
ア，セブン－イ
レブン設立（第
１号店は翌年開
店）。同年，ファ
ミリーレストラ
ン，デニーズも
設立。

■1984年／世田
谷電話地下ケー
ブル火災で混
乱。

■1985年／電気
通信制度が改革
され，電気通信
事業者の新規参
入が可能に。日
本電信電話株式
会社（NTT）が
発足。

■1986年／商用
パソコン通信
ネ ッ ト「PC－
VAN」スター
ト。

1991 ■NTT，ムーバ
サービス開始。
世界最小・最軽
量の携帯電話機
「ムーバ」 ４機
種を発売。

■パスポート判
の電子ノート，
ソニー「Palm-
Top PTC－300」
登場。

■電波システム
開発センター，
デジタル携帯電
話 規 格PDC制
定。

■NTT， 通 信
サービス「VI&P」
総合実験開始。

■NTT，電子印
鑑 シ ス テ ム
ESIGNを開発。

■NTT，光伝送
装置を用いて10 
Gbpsの光伝送
実験に成功。

■富士通，ポ
ケットサイズの
ワープロ「OA-
SYS Pocket」
を発売。

■イラクのク
ウェート侵攻が
契機となり，湾
岸戦争が勃発。

■ソビエト連邦
崩壊でゴルバ
チョフ大統領退
陣，ロシア連邦
が設立。

■ミャンマーの
非暴力民主化運
動の指導者，ア
ウンサンスー
チー氏にノーベ
ル平和賞。

■バングラデシ
ュでサイクロン
が発生。死者12
万5,000人以上。

■Apple Com-
puter，「Quick 
Time」を発表。

■日本初民間衛
星放送のJSB
（通称WOWOW）
が本放送開始。

■横綱千代の富
士引退。若花田，
貴花田の若貴
ブーム到来。

■ドラマ「101
回目のプロポー
ズ」（フジテレ
ビ）視聴率36.7 
%を記録。

■バブルの崩壊
が表面化し，日
本経済は右肩下
がりに。

■セブン－イレ
ブンがNTT電話
料金支払業務の
取扱いを開始。

■長崎県の雲仙
普賢岳の噴火に
より火砕流が発
生。大きな被害。

AMPS方式
（第１世代，1983）

MTS方式
（手動交換，1946）

TACS方式
（第１世代，1989）

NTT大容量方式
（第１世代，1988）

NTT方式
（第１世代，1979）

TACS方式
（第１世代，1985）

NMT方式
（第１世代，1981）

付　録 ケータイ社会年表 
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